


核兵器廃絶国際キャンペーン（ＩＣＡＮ） 

事務局長 

ベアトリス・フィン 様 

 

時下ますます御清栄のこととお喜び申し上げます。 

 

このたびはノーベル平和賞の御受賞、誠におめでとうございます。核兵器廃絶と

いう貴組織と共通の目標に向けて活動している平和首長会議の会長として、ま

た、核兵器のない平和な世界の実現を願う被爆地広島の市長として、心からお祝

い申し上げます。貴殿も認めておられるように、広島、長崎の被爆者は今回の受

賞をＩＣＡＮの皆様と同志として共に活動してきた成果であると大変喜んでい

ます。 

 

貴組織は、２００７年の活動開始以来一貫して、広島、長崎の被爆者や世界各国

の市民団体と連携して、各国政府はもとより、国際社会に対して核兵器の法的禁

止の必要性を訴えてこられました。今年の７月に核兵器禁止条約が採択された

ことは、貴組織が被爆者や平和首長会議など、市民社会の諸団体と共に、核兵器

の非人道性に焦点を当て、強い信念を持ってその法的禁止を実現するための活

動を続けてこられた成果と考えています。さらに、今回の受賞について世界中で

報道されることで、核兵器の非人道性についての認識が広がり、核兵器廃絶を求

める取組に弾みがつくものと確信しています。 

 

北朝鮮を巡る問題により国際情勢の緊張が高まっている中で、核の抑止力によ

って問題解決を図るべきであるという主張があり、核拡散の危機を身近に感じ

ています。そのような状況にある今こそ、市民社会の総意として、核兵器を廃絶

することこそ、今後のあるべき姿だという認識を核保有国や核の傘の下にある

国に共有してもらうべきであると考えています。 

 

我々平和首長会議も、加盟都市を始め、世界中の人々との連帯をより強固なもの

とし、核兵器廃絶に向けた国際的な機運をさらに高めることにより、為政者の核

兵器禁止に向けた政策転換を後押しするよう、情熱を持って取り組んでいく所

存です。ＩＣＡＮの皆様と、今まで以上に連携を強化しながら目標達成に取り組

んでいきたいと思いますのでよろしくお願いします。 

 

末筆ながら、貴組織のますますの御発展をお祈りいたします。 

 

 

２０１７年１０月１３日 

 

 平和首長会議会長       

広島市長   松 井  一 實 
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